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ああ いい ささ つつ

福島県中学校教育研究会長 丹治 光夫

昨年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から福島県中学校教育研究協議会県北

・相双大会を書面開催とせざるを得ない状況となりましたが，本日ここに，北会津支部，耶

麻支部，両沼支部，南会津支部の会員の皆様にご尽力をいただき，県内各支部の代表会員の

参加のもと，令和４年度福島県中学校教育研究協議会会津大会が開催できますこと，誠に喜

ばしく，関係の皆様方に心より厚く御礼申し上げます。

福島県中学校教育研究会は昭和３９年に「会員一人一人が教育者としての自覚と使命感に

基づき，自己研鑽を深め，切磋琢磨して資質の向上を図り，中学校教育を一層充実振興する」

ことを基本理念とし，将来への展望に立って今日的課題を踏まえ，実践研究を通して自らの

授業の質的改善を図るための研究団体として発足しました。以来５８年間その目的達成のた

め会員相互の研究実践を積み重ねてきました。新学習指導要領が令和３年度から全面実施と

なり，学校現場ではその趣旨を捉えて様々な授業改善の取組が行われています。

また，これまで新型コロナウイルスの感染拡大をうけ一昨年は，県中教研の活動そのもの

が大きく制限をうけ，本大会が中止されました。平成２３年の東日本大震災以来２度目の大

会中止でした。どのような苦難があろうとも目の前の子供たちのため，我々教師の学びを止

めることがあってはならないと思っています。

さて，今年度より３年間，基本主題を「主体的・対話的で深い学びを通して生きる力を身

に付け，ふくしまの未来を創造する生徒の育成」として，各教科部会においてはそれぞれの

研究主題・副主題を設定したところです。各教科等でどのような資質・能力を身に付けさせ

なければならないのか，また，それにはどのような「主体的・対話的で深い学び」が必要な

のかを，これまでの研究を踏まえてまとめていただきたいと思います。

今年度の研究大会は，変異を繰り返す新型コロナウイルスの影響を考慮して当日参集する

のは会津４支部の実行委員会・大会運営委員の方々であり，会津４支部以外からの参加者は

オンラインでの参加となります。研究主題・副主題に沿った各地区からの実践報告や研究協

議の時間と事前に視聴した授業についての研究協議の時間を設定しました。どちらの協議に

おいても活発な議論・情報交換がなされ，研究のまとめとしての成果や課題等の共有化が図

られることを期待しております。

最後になりましたが本大会の開催にあたり，温かいご指導とご支援を賜りました福島県教

育委員会様，開催地区市町村教育委員会様，県中学校長会様並びに関係各支部中学校長会様

に厚く御礼申し上げます。また，昨年度より本大会のため企画や準備・運営に当たっていた

だきました実行委員会の皆様，授業と会場をご提供いただきました会津地区の関係各中学校

の皆様に衷心より御礼と感謝を申し上げあいさつといたします。
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ああ いい ささ つつ

福島県中学校教育研究会長 高 橋 政 広

昨年度は新型コロナの影響により中教研の活動の多くを中止にせざるを得ない状況となりま

したが，本日ここに，県内各支部の代表会員及び県北・相双地区の会員の皆様にご参加をいた

だき，令和３年度福島県中学校教育研究協議会県北・相双大会が開催できますこと，また相双

地区で東日本大震災後の研究公開が行われることは本県中学校教育の進展のために誠に喜ばし

く，関係の皆様方に心より厚く御礼申し上げます。

福島県中学校教育研究会は「会員一人一人が教育者としての自覚と使命感に基づき，自己研

鑽を深め，切磋琢磨して資質の向上を図り，中学校教育を一層充実振興する」ことを基本理念

とし，将来への展望に立って今日的課題を踏まえ，実践研究を通して自らの授業の質的改善を

図るための研究団体であります。現在，新学習指導要領が全面実施となり，学校現場ではその

趣旨を捉えて様々な授業改善の取組が行われていることと思います。このようなときだからこ

そ，本会結成の原点に立ち帰り，地に足のついた教育を展開していく必要があると思います。

さて，今年は１年延長になりましたが，基本主題「主体的・対話的で深い学びを通して生き

る力を身に付け，ふくしまの未来を切り拓く生徒の育成」の３年次となります。本来であれば

この基本主題は今年度からの学習指導要領の全面実施を見据えたものであり，できれば全面実

施前にまとめをしてその対応に備える目的もありました。しかし，今年度から新しい教科書を

使用し，実際に指導をしてみるとこれまでの教科等の指導とどこがどのように変わったのかを

実感することができ，これまでの研究の成果と課題がより明確になり，３年次のまとめがより

具体的に示せるのではないかと期待しています。各教科等でどのような資質・能力を身に付け

させなければならないのか，また，それにはどのような「主体的・対話的で深い学び」が必要

なのかを，これまでの研究を踏まえてまとめていただきたいと思います。

本大会に至るまでには，新型コロナの感染拡大の影響もあり，主題研修会等が実施できなか

ったり，各支部の研究協議会が中止になったりしたこともあったと思いますが，学校に生徒が

通い授業を行っている限り，私たちは教育の実践者として，一人一人が研究と実践を交流しあ

う機会は大切なことと考えます。本年度の大会に限り，授業はビデオでの視聴になりますが，

教材の開発や指導の工夫などの，各支部での創意あふれる取組について活発な協議・情報交換

がなされ，研究のまとめとしての成果や課題等の共有化が図られることをご期待申し上げます。

最後になりましたが本大会の開催にあたり，温かいご指導とご支援を賜りました福島県教育

委員会様，開催地区市町村教育委員会様，県中学校長会様並びに関係各支部中学校長会様に厚

く御礼申し上げます。また，昨年度より本大会のため企画や準備・運営に当たっていただきま

した実行委員会の皆様，授業と会場をご提供いただきました県北・相双地区の関係各中学校の

皆様に衷心より御礼と感謝を申し上げあいさつといたします。

福島県中学校教育研究会長　丹　治　光　夫
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あ い さ つ

福島県教育委員会教育長 大 沼 博 文

令和４年度福島県中学校教育研究協議会会津大会が開催されるに当たり，御挨拶を申し上

げます。

貴研究会におかれましては，昭和３９年の発足以来，中学校教育が直面している課題に真

摯に向き合い，教員同士の研さんを深めながら生徒の学力向上や心の教育の充実に向けた取

組を推進されていることに対し，心から敬意を表します。

東日本大震災及び原子力発電所事故から１１年が過ぎ，本県は今後も復興・創生に向け，

様々な課題を乗り越えていかなければなりません。また，現在の新型コロナウイルス感染症

の影響に加え，Society5.0 の到来や地球環境問題など，将来を予測することが極めて困難な

社会となっています。正解が一つとは限らない社会の中で，個人と社会のウェル・ビーイン

グ（一人一人の多様な幸せと社会全体の幸せ）を実現するには，児童生徒に自らの力で豊か

な人生を切り拓き，多様な他者と共に豊かな社会や地域を創造する力を育むことが不可欠で

す。困難な課題を抱える本県であるからこそ，多様な他者との対話や協働を重視していく必

要があります。

こうした中，県教育委員会では，昨年１２月に第七次福島県総合教育計画を策定し，これ

からの本県教育の柱に「学びの変革」を掲げました。これは，全ての子どもに必要な資質・

能力を育成するため，一方通行の画一的な授業から，個別最適化された学び，協働的な学び，

探究的な学びへの転換を進める「学びの変革」と，その実現のための環境づくりとしての「学

校の在り方の変革」を目指すものであります。本計画では六つの施策を展開しており，施策

１「『学びの変革』によって資質・能力を確実に育成する」においては，ふくしま学力調査

等の結果を踏まえ，一人一人の学力や学習状況に応じた授業の改善を支援するなど，個に応

じた学力の向上に取り組んでおります。

昨年度から中学校で全面実施されている学習指導要領においては，生徒の資質・能力の育

成を目指す「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善，カリキュラム・マネジ

メントの充実，生徒の発達の支援，家庭や地域との連携・協働が重視されております。貴研

究会におかれましては，今年度から「主体的・対話的で深い学びを通して社会を生き抜く資

質・能力を身に付け，ふくしまの未来を創造する生徒の育成」という新しい基本主題を掲げ，

変化する社会の中で，ふるさとふくしまに思いを寄せ，復興の中心となって新たな未来を創

造するために活躍できる生徒を育てたいという思いの下，研究を進められていると伺ってお

ります。是非，本研究を通して得られた成果が県内に広く普及され，生徒一人一人の「より

良い未来を創造する資質・能力」の育成に結び付くことを期待いたします。

結びに，貴研究会の今後ますますの充実・発展と，本研究協議会御参会の皆様の一層の御

活躍をお祈り申し上げ，挨拶といたします。                                           
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Ⅰ 実 施 要 項

１ 目 的 本県中学校教育研究会の設定した研究主題について，各中学校及び各支部の研

究成果を持ちより，全県的な規模において研究協議し，会員の資質の向上を図る

とともに，本県中学校教育の充実発展に資する。

２ 主 催 福島県中学校教育研究会

３ 共 催 福島県教育委員会

４ 後 援 福島県中学校長会

福島県市町村教育委員会連絡協議会

会津若松市教育委員会・磐梯町教育委員会・猪苗代町教育委員会

喜多方市教育委員会・北塩原村教育委員会・西会津町教育委員会

会津坂下町教育委員会・湯川村教育委員会・柳津町教育委員会

会津美里町教育委員会・三島町教育委員会・金山町教育委員会

昭和村教育委員会・南会津町教育委員会・下郷町教育委員会

檜枝岐村教育委員会・只見町教育委員会・大熊町教育委員会

５ 協 賛 公益財団法人日本教育公務員弘済会福島支部

６ 期 日 令和４年１０月 ６日（木）

７ 会 場 国 語

社 会

数 学

理 科

音 楽

美 術

保 健 体 育

技 術・家 庭

英 語

道 徳

特 別 活 動

会津若松市立第四中学校

会津美里町立高田中学校

喜多方市立第一中学校

１分野：喜多方市立山都中学校

２分野：会津若松市立一箕中学校

会津若松市立第二中学校

会津若松市立河東学園

喜多方市立第二中学校

会津若松市立第五中学校

会津美里町立高田中学校

下郷町立下郷中学校

猪苗代町立猪苗代中学校

８ 参 加 者 各支部代表会員（正会員），県専門部長及び会津・南会津地区会員（一般会員）

９ 実施方法 研究協議①・②については，オンラインによる 会議形式（ ）

授業公開については，事前に録画した授業の動画を 上で視聴する形式

※ 授業動画視聴期間は，９月２７日（火）～１０月６日（木）とする。

１０ 日 程

受

付

開

会

式

研究協議①

（正会員による支部の発表）

休

憩

研究協議②・閉会式

（授業に関する質疑応答、指導助言）

１１ 研究のまとめ 研究実践の成果を『研究集録』としてまとめ，各中学校に配付する。

Ⅰ　実　施　要　項
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【国語】部会 
会場（会津若松市立第四中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 千　葉　英　一 福島市立北信中学校
運営責任者 長谷川　浩　文 会津若松市立第三中学校

伊　藤　武　徳 三島町立三島中学校
世　話　人 佐　藤　崇　史 西会津町立西会津中学校

齋　藤　英　久 南会津町立南会津中学校

指導助言者
荒　川　真　彦 福島県教育庁会津教育事務所指導主事
三　瓶　　　克 福島県教育庁南会津教育事務所指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　言葉を用いて社会を見つめ，自ら関わろうとする姿勢を育み，思いや考えを伝え合う力を育成する

指導はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　知識及び技能の定着を図り，それを活用するための指導の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
２　　年 隂　山　龍之助 会津若松市立第四中学校 扇の的－「平家物語」から
３　　年 藤　木　宣　弥 会津若松市立第四中学校 君待つと－万葉・古今・新古今

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第１学年
矢　内　雄　大

（玉川中）
金　子　和　江

（高田中）

角　田　範　文
（坂下中）

小　坂　ひろみ
（会津柳津学園中）

伊　藤　武　徳
（三島中）

第２学年
高　橋　尚　人

（東和中）
佐　藤　聡　嗣
（郡山二中）

神　田　和　幸
（高郷中）

眞　田　萌　花
（喜多方二中）

 佐　藤　崇　史
 （西会津中）

第３学年

齋　藤　詠　美
（川俣中）　

野　口　有　美
（平野中）

稲　垣　豪　基
 （舘岩中）

星　　　美　和
（南会津中）

和　田　翔　太
（檜枝岐中）

齋　藤　英　久
（南会津中）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第２学年 隂　山　龍之助
（若松四中）

神　田　和　幸
（高郷中）

大　内　美　宙
（裏磐梯中）

  佐　藤　崇　史
 （西会津中）

第３学年 藤　木　宣　弥
（ 若松四中）

星　　　美　和
（南会津中）

和　田　翔　太
（檜枝岐中）

齋　藤　英　久
（南会津中）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【社会】部会 
会場（会津美里町立高田中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 鈴　木　　　豊 福島市立信夫中学校
運営責任者 本　多　康　弘 会津美里町立新鶴中学校

本　多　康　弘 会津美里町立新鶴中学校
世　話　人 笹　川　英　俊 喜多方市立第二中学校

鶴　巻　厚　保 会津若松市立河東学園

指導助言者
伊　藤　貴　史 福島県教育庁義務教育課指導主事
安　田　雄　生 福島県教育センター指導主事
渡　部　和　幸 福島県教育庁会津教育事務所指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　持続可能な社会を実現するために必要な資質・能力を育む社会科の指導はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　社会的な見方・考え方を働かせ，主体的に学ぶ力を育てる授業の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
１　　年 真　壁　敬　司 会津美里町立高田中学校 古代国家の歩みと東アジア世界
２　　年 須　田　剛　広 会津美里町立新鶴中学校 東北地方
３　　年 水　科　かな枝 会津美里町立高田中学校 現代の民主政治

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

地理的分野
門　馬　　　寛
（船引南中）
　酒井　静香
（五箇中）

風　間　達　則
（会津柳津学園中）

鈴　木　佳　子
（坂下中）

本　多　康　弘
（新鶴中）

歴史的分野
齋　藤　祐　平

（霊山中）
高　橋　優　太
（須賀川二中）

鈴　木　　　憲
（裏磐梯中）

 長谷川　詩　織
（高郷中）

 笹　川　英　俊
 （喜多方二中）

公民的分野
 佐　藤　峻　介

（安積二中）
中　田　愛　子

（植田中）

 室　井　章　太
（一箕中）

菅　井　啓　佑
（若松一中）

鶴　巻　厚　保
（河東学園）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

地理的分野 須　田　剛　広
（新鶴中）

風　間　達　則
（会津柳津学園中）

鈴　木　佳　子
（坂下中）

 本　多　康　弘
（新鶴中） 

歴史的分野 真　壁　敬　司
（高田中）

鈴　木　　　憲
（裏磐梯中）

長谷川　詩　織
（高郷中）

笹　川　英　俊
（喜多方二中）

公民的分野 水　科　かな枝
（高田中）

室　井　章　太
（一箕中）

菅　井　啓　佑
（若松一中）

  鶴　巻　厚　保
（河東学園）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【数学】部会 
会場（喜多方市立第一中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 管　原　克　章 福島市立西信中学校
運営責任者 板　橋　和　典 喜多方市立第一中学校

森　　　康　隆 只見町立只見中学校
世　話　人 高　橋　哲　郎 柳津町立会津柳津学園中学校

秋　山　　　了 磐梯町立磐梯中学校

指導助言者
遠　藤　　　学 福島県教育庁会津教育事務所指導主事
新井田　克　生 喜多方市教育委員会主幹兼指導主事
佐　藤　盛　俊 福島県教育庁義務教育課指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　数学的に考える資質・能力を育成する指導はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　主体的に学習に取り組む態度を養う指導の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
１　　年 落合伸一郎 喜多方市立第一中学校 ７章　データの分析と活用
２　　年 鴨井　隆典 喜多方市立第一中学校 ７章　データを比較して判断しよう
３　　年 栁沼　　勝 喜多方市立第一中学校 ８章　標本調査

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第１学年
樋　口　晃　司

（船引中）
小　野　優　子

（錦中）

稲　本　恵　美
（荒海中）

諏　訪　裕　大
（田島中）

森　　　康　隆
（只見中）

第２学年 漆　原　佳奈子
（二本松三中）

山　口　　　智
（新鶴中）

小野寺　華緒里
（坂下中）

高　橋　哲　郎
（会津柳津学園中）

第３学年
髙　野　博　幸

（飯野中）
北　川　健　一

（明健中）

秋　元　健　志
（河東学園）

矢　吹　　　至
（大戸中）

秋　山　　　了
（磐梯中）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第１学年 落　合　伸一郎
（喜多方一中）

稲　本　恵　美
（荒海中）

諏　訪　裕　大
（田島中）

森　　　康　隆
（只見中）

第２学年 鴨　井　隆　典
（喜多方一中）

堀　　　恵　一
（高田中）

坂　内　秀　徳
（会津柳津学園中）

高　橋　哲　郎
（会津柳津学園中）

第３学年 栁　沼　　　勝
（喜多方一中）

秋　元　健　志
（河東学園）

 矢　吹　　　至
（大戸中）

秋　山　　　了
（磐梯中）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【理科】部会 
会場（喜多方市立山都中学校）
　　 （会津若松市立一箕中学校）１　運　営　分　担

分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 阿　部　洋　己 福島市立松陵中学校

運営責任者
菅　野　泰　英 喜多方市立山都中学校
津　田　直　子 会津若松市立大戸中学校
菅　野　泰　英 喜多方市立山都中学校

世　話　人 佐　藤　容　子 柳津町立会津柳津学園中学校
津　田　直　子 会津若松市立大戸中学校

指導助言者
渡　辺　　　聡 福島県教育庁会津教育事務所指導主事
星　　　貴　之 福島県立会津学鳳中学校

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　科学的に探究する学習活動を通して，未来を創造するための資質・能力を育成する指導はどうすれ

ばよいか。
　○　研究副主題
　　　 　理科の見方・考え方を働かせ，科学的に探究する学習活動を充実させるためのＩＣＴ活用の工夫（令

和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
１　　年 折笠　和弘 喜多方市立高郷中学校 身の回りの物質とその性質
１　　年 猪俣　和弘 会津若松市立一箕中学校 大地の変化

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

１分野
沼　田　長　朗

（古殿中）
岡　本　由紀恵

（三春中）

穴　澤　嘉　寛
（喜多方一中）

和久井　大　輝
（塩川中）

菅　野　泰　英
（山都中）

２分野

渡　部　兼　介
（只見中）

長　津　孝　史
（勿来二中）

  森　口　　　恭
（勿来一中）

佐　藤　信　一
（猪苗代中）

星　　　祐　花
（一箕中） 

津　田　直　子
 （大戸中）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

１分野 折　笠　和　弘
（高郷中）

善　澄　　　博
（喜多方三中）

五十嵐　秀　幸
（会津柳津学園中）

佐　藤　容　子
（会津柳津学園中）

２分野 猪　俣　和　弘
（一箕中）

栗　原　　　康
（若松一中）

大川原　奈　央
（ 大戸中）

津　田　直　子
 （大戸中 ）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【音楽】部会 
会場（会津若松市立第二中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 湯　田　公　夫 福島市立平野中学校
運営責任者 植　村　　　信 会津若松市立一箕中学校
世　話　人 植　村　　　信 会津若松市立一箕中学校
指導助言者 梅　宮　真　里 福島県教育庁義務教育課指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資質・能力

を育成する指導はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　実感を伴う理解による知識や技能の習得につながる題材構成の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名

３　　年 細　田　睦　子 会津若松市立第二中学校 日本の歌のよさを理解して，表現を工夫しよ
う「荒城の月」

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

全　　体
永　倉　　　恵

（野田中）
信　夫　知　彰

（桃陵中）

小　寺　真　紀
（昭和中）

久保田　祐　子
（河東学園）

高　橋　小百合
（若松四中）

花　泉　恵　里
（塩川中）

植　村　　　信
（一箕中） 

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

全　　体 細　田　睦　子
（若松二中）

小　寺　真　紀
（昭和中）

久保田　祐　子
（河東学園）

高　橋　小百合
（若松四中）

花　泉　恵　里
（塩川中）

植　村　　　信
（一箕中）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【美術】部会 
会場（会津若松市立河東学園）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 浅　野　太　平 福島市立福島第四中学校
運営責任者 佐　藤　芳　文 喜多方市立第一中学校

世　話　人
古　川　雅　秀 会津若松市立北会津中学校
野　口　幸　哉 金山町立金山中学校

指導助言者 米　本　順　一 福島県教育庁義務教育課指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　多様な見方や感じ方を深め，心豊かに創造する力を育む造形活動はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　造形的スキルを身に付けさせる工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
２　　年 金　澤　文　利 喜多方市立第一中学校 鑑賞・工芸「会津型を考えよう」

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

表　　現

丹　野　真　弓
（梁川中）

我　妻　瑞　枝
（浅川中）

 庄　司　美　保
（高田中）

五十嵐　　　幸
（若松四中）

五　島　尚　子
（大戸中・新鶴中）

古　川　雅　秀
（北会津中 ）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

表　　現 金　澤　文　利
（喜多方一中）

浅　倉　佐知子
（若松二中）

須　田　磨　美
（喜多方二中）

野　口　幸　哉
（金山中）　 
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【保健体育】部会 
会場（喜多方市立第二中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 佐　藤　力　夫 川俣町立川俣中学校
運営責任者 斎　藤　一　範 北塩原村立裏磐梯中学校

世　話　人
斎　藤　一　範 北塩原村立裏磐梯中学校
髙　橋　祐　一 会津坂下町立坂下中学校

指導助言者
佐　藤　雅　司 福島県教育庁会津教育事務所指導主事
山　田　　　知 福島県教育庁健康教育課指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　体育や保健の見方・考え方を働かせ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツラ

イフを実現するための資質・能力を育む指導はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　運動に主体的に取り組む態度や意欲を高める指導計画や学習過程の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
１　　年 渡　部　泰　子 喜多方市立第二中学校 球技（ネット型バレーボール）
２　　年 小野里　　　武 喜多方市立第二中学校 器械運動（マット運動）

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

全　　体

遠　藤　修　治
（霊山中）

鈴　木　雅　人
（古殿中）

齋　藤　　　啓
 （東北中）

真　部　春　希
（表郷中）

渡　部　裕　也
（若松二中）

塩　川　健　二
（西会津中）

馬　場　亮　太
（会北中）

斎　藤　一　範
（裏磐梯中）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第　１ 渡　部　泰　子
（喜多方二中）

笹　　　康　賴
（高郷中）

佐　藤　大　志
（喜多方三中）

斎　藤　一　範
（裏磐梯中）

第　２ 小野里　　　武
（喜多方二中）

甲　斐　　　史
（三島中）

水　野　泰　明
（金山中）

髙　橋　祐　一
 （坂下中）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【技術・家庭】部会 
会場（会津若松市立第五中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 福　地　淳　一 福島市立清水中学校
運営責任者 玉　木　敏　彦 会津若松市立第五中学校

世　話　人
鈴　木　　　築 喜多方市立高郷中学校
渡　部　　　学 南会津町立南会津中学校

指導助言者
伊　藤　　　寛 福島県教育庁義務教育課指導主事
左　雨　貴　子 福島県教育庁健康教育課指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　生活の営みや技術に係る見方・考え方を働かせ，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向

けて，生活を工夫し創造する資質・能力を育成するための指導はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　生活や社会の中から課題を見い出し，見通しを持って解決しようとする課題設定の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
１　　年 佐　藤　雅　之 会津若松市立第五中学校 身の回りを整理できる製品をつくろう
１　　年 星　　　美　香 会津若松市立第五中学校 野菜・いもの調理をしよう

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

技　　術

遠　藤　　　大
（安達中）

渡　邊　晋一郎
（郡山二中）

 井戸川　寛　之
 （石川中）

鈴　木　　　隆
（若松一中）

小野寺　光　喜
（湯川中）

鈴　木　　　築
（高郷中）

家　　庭
日　野　みわ子

（鏡石中）
只　木　忍　夫

（会津柳津学園中）

相　澤　広　枝
（若松三中）

齋　藤　禎　子
（若松一中）

渡　部　　　学
 （南会津中）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

技　　術 佐　藤　雅　之
（若松五中）

鈴　木　　　隆
（若松一中）

小野寺　光　喜
（湯川中）

鈴　木　　　築
（高郷中）

家　　庭 星　　　美　香
（若松五中）

齋　藤　禎　子
（若松一中）

相　澤　広　枝
（若松三中）

渡　部　　　学
 （南会津中）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【英語】部会 
会場（会津美里町立高田中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 川　名　健　一 福島市立西根中学校
運営責任者 坂　口　　　伸 会津美里町立高田中学校

世　話　人
星　　　英　典 只見町立只見中学校
鈴　木　雅　彦 北塩原村立第一中学校
宗　田　克　枝 会津若松市立湊中学校

指導助言者
木　村　　　真 福島県教育庁会津教育事務所指導主事
渡　部　真喜子 福島県教育庁義務教育課指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　社会や世界と向き合い，他者との関わりを大切にしながら目的や場面，状況等に応じて，情報や考

えなどを伝え合うコミュニケーション能力を育む指導はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　見方・考え方が働く言語活動（目的や場面，状況等）の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
１　　年 星　　　佳　子 会津美里町立高田中学校 Grammer for Communication3
３　　年 川　島　眞　一 会津美里町立高田中学校 Unit4 Be Prepared and Work Together

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第１学年
川　前　善　満

（安達中）
小鍛治　桂　子

（平二中）

小　柴　辰　之
（三島中）

阿　部　則　代
（坂下中）

星　　　英　典
（只見中）

第２学年
石　田　ミチ子

（西信中）
金　子　航　大

（塩川中）

柏　倉　侑　奈
（喜多方一中）

江　川　み　さ
（高郷中）

鈴　木　雅　彦
 （北塩原一中）

第３学年
石　井　千加子

（磐梯中）
星　　　邦　章

（昭和中）

樋　山　　　浩
（若松一中）

サベッジ順　子
（若松ザべリオ中）

宗　田　克　枝
（湊中）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第１学年 星　　　佳　子
（高田中）

小　柴　辰　之
（三島中）

阿　部　則　代
（坂下中）

星　　　英　典
（只見中）

第３学年 川　島　眞　一
（高田中）

渡　部　摩　子
（湯川中）

山　内　　　梨
（高田中）

宗　田　克　枝
（湊中）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【道徳】部会 
会場（下郷町立下郷中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 神　尾　孝　弘 川俣町立山木屋中学校
運営責任者 我　妻　雄比古 下郷町立下郷中学校

世　話　人
大　内　進　矢 南会津町立荒海中学校
室　井　辰　生 南会津町立舘岩中学校

指導助言者 菅　家　　　崇 福島県教育庁南会津教育事務所主任指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　自己を見つめ，他者と共によりよい生き方を探求する道徳の学びはどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　自己を見つめ，多面的・多角的に考えることができる指導方法の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名

３　　年 中　島　史　弥 下郷町立下郷中学校 世界平和を考える
　　C-18　国際理解・国際貢献

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第２学年

蓮　沼　　　純
（日和田中）

金　成　拓　哉
（天栄中）

田　代　翔　平
 （中島中）

鶴　巻　拓　真
（只見中）

齋　藤　　　聡
（荒海中）

大　内　進　矢
（荒海中）

第３学年

川　又　佐知子
（伊達中）

髙　野　玲　奈
（玉川中）

 髙　橋　博　幸
 （内郷二中）

馬　場　仁　子
（田島中）

大　内　綾　子
（舘岩中）

室　井　辰　生
（舘岩中）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

第３学年  中　島　史　弥
（下郷中）

馬　場　仁　子
（田島中）

大　内　綾　子
（舘岩中）

室　井　辰　生
（舘岩中）
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Ⅱ　専 門 部 会 要 項

　【特別活動】部会 
会場（猪苗代町立猪苗代中学校）

１　運　営　分　担
分　　　担 氏　　　　　名 所  属  校（所）  名
部　　　長 渡　部　正　晴 福島市立吾妻中学校
運営責任者 横　山　泰　久 猪苗代町立猪苗代中学校
世　話　人 横　山　泰　久 猪苗代町立猪苗代中学校
指導助言者 万　﨑　公　彦 福島県教育庁南会津教育事務所指導主事

２　研究主題・副主題
　○　研究主題
　　　 　様々な集団活動に自主的・協働的に取り組み，集団や個人の課題を解決し，よりよい社会を創ろう

とする生徒を育む指導はどうすればよいか。
　○　研究副主題
　　　　互いのよさを尊重し，協働できる集団活動の工夫（令和４年度）

３　公　開　授　業
分　　担 授業者名 所属校名 単元名・題材名・主題名
２　　年 五十嵐　　淳 猪苗代町立猪苗代中学校 「より良い学級をつくろう」

４　分　科　会
（１）研究協議①

分 科 会 発表者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

全　　体

佐　藤　清　孝
（桃陵中）

佐　藤　哲　也
（片平中）

半　澤　美　穂
（荒海中）

進　藤　健　二
（猪苗代中）

川　俣　恵　美
（河東学園）

横　山　泰　久
（猪苗代中）

（２） 研究協議②

分 科 会 授業者　氏名
（所属校名）

司会者　氏名
（所属校名）

記録者　氏名
 （所属校名）

世話人　氏名
（所属校名）

全　　体 五十嵐　　　淳
（猪苗代中）

進　藤　健　二
（猪苗代中）

長谷川　　　徹
（北会津中）

横　山　泰　久
（猪苗代中）
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Ⅲ　支部代表及び各支部専門部長参加名簿
☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

齋藤　詠美 川俣 ☆ 齋藤　詠美 川俣

野口　有美 平野 ☆ 野口　有美 平野

地理的分野

歴史的分野 三瓶　真司 信夫 三瓶　真司 信夫 齋藤　祐平 霊山 ☆ 齋藤　祐平 霊山

公民的分野 川村　哲也 松陵 川村　哲也 松陵

１　　年 野地　由佳 県北 野地　由佳 県北

２　　年 幕田　勝幸 福島二 幕田　勝幸 福島二

３　　年 髙野　博幸 飯野 ☆ 髙野　博幸 飯野

佐藤　直恵 信夫 橘内早百合 松陽

嶺岸　陽子 北信 川又佐知子 伊達

佐藤　清孝 桃陵 ☆ 佐藤　清孝 桃陵

国　　語 千葉　英一 北信

社　　会 鈴木　　豊 信夫

数　　学 管原　克章 西信

理　　科 阿部　洋己 松陵

音　　楽 湯田　公夫 平野

美　　術 浅野　太平 福島四

保健体育 佐藤　力夫 川俣

技術・家庭 福地　淳一 清水 猪股  尚文 月舘学園

英　　語 川名　健一 西根

道　　徳 神尾　孝弘 山木屋 金子　雄樹 松陽

特別活動 渡部　正晴 吾妻

専
門
部
長

特
活

道
徳

英
語

技
術
・
家
庭

第２学年

１　技術領域

２　家庭領域

第　１

３　　年

第　　２

１　　年

２　　年

全　体

第３学年

Ⅲ　支部代表及び支部専門部長参加名簿

社
会

国
語

保
健
体
育

音
楽

理
科

数
学

１　　年

２　　年

３　　年

第１分野

第２分野

全　体

美
術

表　現

佐藤　洋平 北信

県北 渡部さほり 県北

齋藤　美佳 梁川 齋藤　美佳 梁川

井上　浩太 梁川 井上　浩太 梁川朝倉　誠司 信陵

福　島 伊　達

菅原　千佳 吾妻 菅原　千佳 吾妻

石田ミチ子 西信

本田　　崇 福島二 本田　　崇 福島二

神保　邦広 清水 神保　邦広 清水

福島三野木　妙子福島三野木　妙子

朝倉　誠司 信陵

難波　元生 吾妻 難波　元生 吾妻

佐藤　直恵 信夫

嶺岸　陽子 北信

鈴木　　直 福島三 鈴木　　直 福島三

渡部さほり

伊藤由美子

☆

丹治　　靖

佐々木智子

橘内早百合

守矢　麻希 蓬莱 守矢　麻希 蓬莱

石田ミチ子 西信 ☆

佐藤　孝文

永倉    恵 野田 永倉    恵 野田

醸芳 伊藤由美子 醸芳

信夫　知彰 桃陵 小野佑里絵 霊山

丹野　真弓 梁川 丹野　真弓

☆

☆ 梁川

醸芳

遠藤　修治 霊山 ☆

山田　早苗 福島三 山田　早苗 福島三

佐藤　洋平 北信

霊山 佐藤　孝文

丹治　　靖 醸芳

霊山遠藤　修治

霊山

松陽

川又佐知子 伊達 ☆

伊達 佐々木智子 伊達

鈴木　有紀 月舘学園

齋藤　絢子 松陽

月舘学園鈴木　有紀

齋藤　絢子 松陽

☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

齋藤　詠美 川俣 ☆ 齋藤　詠美 川俣

野口　有美 平野 ☆ 野口　有美 平野

地理的分野

歴史的分野 三瓶　真司 信夫 三瓶　真司 信夫 齋藤　祐平 霊山 ☆ 齋藤　祐平 霊山

公民的分野 川村　哲也 松陵 川村　哲也 松陵

１　　年 野地　由佳 県北 野地　由佳 県北

２　　年 幕田　勝幸 福島二 幕田　勝幸 福島二

３　　年 髙野　博幸 飯野 ☆ 髙野　博幸 飯野

佐藤　直恵 信夫 橘内早百合 松陽

嶺岸　陽子 北信 川又佐知子 伊達

佐藤　清孝 桃陵 ☆ 佐藤　清孝 桃陵

国　　語 千葉　英一 北信

社　　会 鈴木　　豊 信夫

数　　学 管原　克章 西信

理　　科 阿部　洋己 松陵

音　　楽 湯田　公夫 平野

美　　術 浅野　太平 福島四

保健体育 佐藤　力夫 川俣

技術・家庭 福地　淳一 清水 猪股  尚文 月舘学園

英　　語 川名　健一 西根

道　　徳 神尾　孝弘 山木屋 金子　雄樹 松陽

特別活動 渡部　正晴 吾妻

専
門
部
長

特
活

道
徳

英
語

技
術
・
家
庭

第２学年

１　技術領域

２　家庭領域

第　１

３　　年

第　　２

１　　年

２　　年

全　体

第３学年

Ⅲ　支部代表及び支部専門部長参加名簿

社
会

国
語

保
健
体
育

音
楽

理
科

数
学

１　　年

２　　年

３　　年

第１分野

第２分野

全　体

美
術

表　現

佐藤　洋平 北信

県北 渡部さほり 県北

齋藤　美佳 梁川 齋藤　美佳 梁川

井上　浩太 梁川 井上　浩太 梁川朝倉　誠司 信陵

福　島 伊　達

菅原　千佳 吾妻 菅原　千佳 吾妻

石田ミチ子 西信

本田　　崇 福島二 本田　　崇 福島二

神保　邦広 清水 神保　邦広 清水

福島三野木　妙子福島三野木　妙子

朝倉　誠司 信陵

難波　元生 吾妻 難波　元生 吾妻

佐藤　直恵 信夫

嶺岸　陽子 北信

鈴木　　直 福島三 鈴木　　直 福島三

渡部さほり

伊藤由美子

☆

丹治　　靖

佐々木智子

橘内早百合

守矢　麻希 蓬莱 守矢　麻希 蓬莱

石田ミチ子 西信 ☆

佐藤　孝文

永倉    恵 野田 永倉    恵 野田

醸芳 伊藤由美子 醸芳

信夫　知彰 桃陵 小野佑里絵 霊山

丹野　真弓 梁川 丹野　真弓

☆

☆ 梁川

醸芳

遠藤　修治 霊山 ☆

山田　早苗 福島三 山田　早苗 福島三

佐藤　洋平 北信

霊山 佐藤　孝文

丹治　　靖 醸芳

霊山遠藤　修治

霊山

松陽

川又佐知子 伊達 ☆

伊達 佐々木智子 伊達

鈴木　有紀 月舘学園

齋藤　絢子 松陽

月舘学園鈴木　有紀

齋藤　絢子 松陽
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☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野

歴史的分野 大橋　克全 安積 大橋　克全 安積

公民的分野 中小路康幸 本宮二 中小路康幸 本宮二 佐藤　峻介 安積二 ☆ 佐藤　峻介 安積二

１　　年 伊藤　健志 郡山一 伊藤　健志 郡山一

２　　年 漆原佳奈子 二本松三 ☆ 漆原佳奈子 二本松三 柳澤　知映 郡山四 柳澤　知映 郡山四

３　　年 北川　健一 明健 ☆ 北川　健一 明健

菊地　祥子 大玉

鴫原　美紀 東和

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

技術・家庭

英　　語

道　　徳

特別活動

専
門
部
長

２　家庭領域

英
語

１　　年

２　　年

第　１

第１分野

第２分野

表　現

全　体

１　　年

２　　年

３　　年

森藤　　光 白沢

伊藤　陽平 本宮一 伊藤　陽平 本宮一

中澤このみ 大玉 中澤このみ 大玉 佐藤　浩巳

伊藤　　修 安達

社
会

数
学

理
科

美
術

音
楽

保
健
体
育

第３学年

特
活

全　体

道
徳

第２学年

二本松二

伊藤　　修 安達

森藤　　光 白沢

安　達 郡　山

国
語

高橋　尚人 東和 ☆ 高橋　尚人 東和

小林　一人郡山六小林　一人

第　　２

３　　年

技
術
・
家
庭

１　技術領域

鴫原　美紀 東和

川前　善満 安達 ☆ 川前　善満 安達

菊地　祥子 大玉

遠藤　　大 安達 ☆ 遠藤　　大 安達

佐久間千恵 本宮二 佐久間千恵 本宮二

三浦　美香 二本松二

渡部　真志 二本松三 渡部　真志 二本松三

平林　達哉 安達 平林　達哉 安達

三浦　美香

大槻

笠井　麻由 郡山五 笠井　麻由 郡山五

磯﨑　拓夢 郡山六 磯﨑　拓夢 郡山六

阿部　秀昭 宮城 阿部　秀昭 宮城

大野　和人 本宮一 大野　和人 本宮一

佐藤　浩巳 大槻

大槻小友　文乃大槻小友　文乃

鈴木　美妃 富田 鈴木　美妃 富田

郡山六

渡邊晋一郎 郡山二 ☆ 渡邊晋一郎

佐藤　聡嗣 郡山二 ☆ 佐藤　聡嗣 郡山二

郡山四山岡　友希郡山四山岡　友希

本間　貴博 守山 本間　貴博 守山

和田　真一 行健 和田　真一 行健

蓮沼　　純 日和田 ☆

蓮沼　　純 日和田

佐藤　哲也 片平 ☆ 佐藤　哲也 片平

郡山二

☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野

歴史的分野 大橋　克全 安積 大橋　克全 安積

公民的分野 中小路康幸 本宮二 中小路康幸 本宮二 佐藤　峻介 安積二 ☆ 佐藤　峻介 安積二

１　　年 伊藤　健志 郡山一 伊藤　健志 郡山一

２　　年 漆原佳奈子 二本松三 ☆ 漆原佳奈子 二本松三 柳澤　知映 郡山四 柳澤　知映 郡山四

３　　年 北川　健一 明健 ☆ 北川　健一 明健

菊地　祥子 大玉

鴫原　美紀 東和

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

技術・家庭

英　　語

道　　徳

特別活動

専
門
部
長

２　家庭領域

英
語

１　　年

２　　年

第　１

第１分野

第２分野

表　現

全　体

１　　年

２　　年

３　　年

森藤　　光 白沢

伊藤　陽平 本宮一 伊藤　陽平 本宮一

中澤このみ 大玉 中澤このみ 大玉 佐藤　浩巳

伊藤　　修 安達

社
会

数
学

理
科

美
術

音
楽

保
健
体
育

第３学年

特
活

全　体

道
徳

第２学年

二本松二

伊藤　　修 安達

森藤　　光 白沢

安　達 郡　山

国
語

高橋　尚人 東和 ☆ 高橋　尚人 東和

小林　一人郡山六小林　一人

第　　２

３　　年

技
術
・
家
庭

１　技術領域

鴫原　美紀 東和

川前　善満 安達 ☆ 川前　善満 安達

菊地　祥子 大玉

遠藤　　大 安達 ☆ 遠藤　　大 安達

佐久間千恵 本宮二 佐久間千恵 本宮二

三浦　美香 二本松二

渡部　真志 二本松三 渡部　真志 二本松三

平林　達哉 安達 平林　達哉 安達

三浦　美香

大槻

笠井　麻由 郡山五 笠井　麻由 郡山五

磯﨑　拓夢 郡山六 磯﨑　拓夢 郡山六

阿部　秀昭 宮城 阿部　秀昭 宮城

大野　和人 本宮一 大野　和人 本宮一

佐藤　浩巳 大槻

大槻小友　文乃大槻小友　文乃

鈴木　美妃 富田 鈴木　美妃 富田

郡山六

渡邊晋一郎 郡山二 ☆ 渡邊晋一郎

佐藤　聡嗣 郡山二 ☆ 佐藤　聡嗣 郡山二

郡山四山岡　友希郡山四山岡　友希

本間　貴博 守山 本間　貴博 守山

和田　真一 行健 和田　真一 行健

蓮沼　　純 日和田 ☆

蓮沼　　純 日和田

佐藤　哲也 片平 ☆ 佐藤　哲也 片平

郡山二
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☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野 曲山　泰一 石川 曲山　泰一 石川

歴史的分野 高橋　優太 須賀川二 ☆ 高橋　優太 須賀川二

公民的分野

１　　年 大室　　光 鏡石 大室　　光 鏡石

２　　年 山本　貴大 石川 山本　貴大 石川

３　　年

☆

１学年資料

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

技術・家庭

英　　語

道　　徳

特別活動

専
門
部
長

信樂　健二 須賀川二

佐藤　　拓 岩瀬

根元　　仁 西袋

国
語

仁井田

横山　真樹 須賀川一 横山　真樹 須賀川一

須賀川一渡邊　　勉須賀川一渡邊　　勉

信樂　健二 須賀川二
美
術

表　現

第２分野

第　　２

保
健
体
育

英
語

１　　年

２　　年

第１分野

社
会

数
学

理
科

１　　年

関根和香子 仁井田 関根和香子

２　　年

３　　年

音
楽

全　体

矢内　雄大 玉川 ☆

矢内　雄大 玉川

岩　瀬 石　川

小山　　悟 長沼 小山　　悟 長沼

金成　拓哉 天栄

津幡　知美 仁井田 津幡　知美

日野みわ子

技
術
・
家
庭

１　技術領域

２　家庭領域

根元　　仁 西袋

第　１

３　　年

仁井田

道
徳

第２学年

第３学年

特
活

全　体

金成　拓哉 天栄

影山　将太 ひらた清風

影山　将太 ひらた清風

井戸川寛之 石川 ☆ 井戸川寛之 石川

曲山　明美 浅川 曲山　明美 浅川

玉川髙野　玲奈☆玉川髙野　玲奈

須賀川三

鏡石 ☆ 日野みわ子 鏡石

菅野千賀子 須賀川三 菅野千賀子

蛭田　優子

沼田　長朗 古殿 ☆ 沼田　長朗 古殿

ひらた清風蛭田　優子ひらた清風

古殿鈴木　雅人

☆古殿鈴木　雅人

我妻　瑞枝 浅川 ☆ 我妻　瑞枝 浅川

佐藤　　拓 岩瀬

☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野 曲山　泰一 石川 曲山　泰一 石川

歴史的分野 高橋　優太 須賀川二 ☆ 高橋　優太 須賀川二

公民的分野

１　　年 大室　　光 鏡石 大室　　光 鏡石

２　　年 山本　貴大 石川 山本　貴大 石川

３　　年

☆

１学年資料

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

技術・家庭

英　　語

道　　徳

特別活動

専
門
部
長

信樂　健二 須賀川二

佐藤　　拓 岩瀬

根元　　仁 西袋

国
語

仁井田

横山　真樹 須賀川一 横山　真樹 須賀川一

須賀川一渡邊　　勉須賀川一渡邊　　勉

信樂　健二 須賀川二
美
術

表　現

第２分野

第　　２

保
健
体
育

英
語

１　　年

２　　年

第１分野

社
会

数
学

理
科

１　　年

関根和香子 仁井田 関根和香子

２　　年

３　　年

音
楽

全　体

矢内　雄大 玉川 ☆

矢内　雄大 玉川

岩　瀬 石　川

小山　　悟 長沼 小山　　悟 長沼

金成　拓哉 天栄

津幡　知美 仁井田 津幡　知美

日野みわ子

技
術
・
家
庭

１　技術領域

２　家庭領域

根元　　仁 西袋

第　１

３　　年

仁井田

道
徳

第２学年

第３学年

特
活

全　体

金成　拓哉 天栄

影山　将太 ひらた清風

影山　将太 ひらた清風

井戸川寛之 石川 ☆ 井戸川寛之 石川

曲山　明美 浅川 曲山　明美 浅川

玉川髙野　玲奈☆玉川髙野　玲奈

須賀川三

鏡石 ☆ 日野みわ子 鏡石

菅野千賀子 須賀川三 菅野千賀子

蛭田　優子

沼田　長朗 古殿 ☆ 沼田　長朗 古殿

ひらた清風蛭田　優子ひらた清風

古殿鈴木　雅人

☆古殿鈴木　雅人

我妻　瑞枝 浅川 ☆ 我妻　瑞枝 浅川

佐藤　　拓 岩瀬
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☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野 門馬　　寛 船引南中 ☆ 門馬　　寛 船引南中 酒井　静香 五箇 ☆ 酒井　静香 五箇

歴史的分野

公民的分野 田崎　和男 白河中央 田崎　和男 白河中央

１　　年 樋口　晃司 船引中 ☆ 樋口　晃司 船引中 関根　　巧 西郷二 関根　巧 西郷二

２　　年

３　　年 伊藤　俊一 塙 伊藤　俊一 塙

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

技術・家庭

英　　語 佐藤　知巨 滝根中

道　　徳

特別活動

美
術

表　現

技
術
・
家
庭

１　技術領域

保
健
体
育

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

音
楽

全　体

国
語

１　　年

第３学年

２　　年

３　　年

１　　年

２　　年

３　　年

第　１

第　　２

石井　智聡 都路中

　田　村 東西しらかわ

特
活

全　体

専
門
部
長

道
徳

第２学年

２　家庭領域

英
語

岡本由紀恵 三春中 ☆ 岡本由紀恵 三春中

小松　ゆか 岩江中

山浦　瑞穂 常葉中 山浦　瑞穂 常葉中

都路中相沢　健生都路中相沢　健生

齋藤　雅之 三春中 齋藤　雅之 三春中

大方　祐子 船引中 大方　祐子 船引中

川島　実佳 泉崎

相樂　真子 東 相樂　真子 東

川島　実佳 泉崎

佐藤　知史 棚倉 佐藤　知史 棚倉

遠藤　和志 岩江中 遠藤　和志 岩江中

小松　ゆか 岩江中

堂山美貴子 小野中 堂山美貴子 小野中

都路中小暮　美帆小暮　美帆 都路中

栁内　俊哉 滝根中 栁内　俊哉 滝根中

石井　智聡 都路中

真部　春希 表郷

☆

☆ 真部　春希 表郷

髙倉　弘文 矢吹 髙倉　弘文 矢吹

三浦　　唯 白河中央 三浦　　唯 白河中央

尾股　祐子 大信 尾股　祐子 大信

齋藤　　啓 東北 齋藤　　啓 東北

田代　翔平 中島 ☆

田代　翔平 中島

矢祭岩澤　佑奈矢祭岩澤　佑奈

白河二高橋　千尋白河二高橋　千尋

相山　陽祐 西郷一 相山　陽祐 西郷一

西郷二糸原　大裕西郷二糸原　大裕

☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野 門馬　　寛 船引南中 ☆ 門馬　　寛 船引南中 酒井　静香 五箇 ☆ 酒井　静香 五箇

歴史的分野

公民的分野 田崎　和男 白河中央 田崎　和男 白河中央

１　　年 樋口　晃司 船引中 ☆ 樋口　晃司 船引中 関根　　巧 西郷二 関根　巧 西郷二

２　　年

３　　年 伊藤　俊一 塙 伊藤　俊一 塙

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

技術・家庭

英　　語 佐藤　知巨 滝根中

道　　徳

特別活動

美
術

表　現

技
術
・
家
庭

１　技術領域

保
健
体
育

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

音
楽

全　体

国
語

１　　年

第３学年

２　　年

３　　年

１　　年

２　　年

３　　年

第　１

第　　２

石井　智聡 都路中

　田　村 東西しらかわ

特
活

全　体

専
門
部
長

道
徳

第２学年

２　家庭領域

英
語

岡本由紀恵 三春中 ☆ 岡本由紀恵 三春中

小松　ゆか 岩江中

山浦　瑞穂 常葉中 山浦　瑞穂 常葉中

都路中相沢　健生都路中相沢　健生

齋藤　雅之 三春中 齋藤　雅之 三春中

大方　祐子 船引中 大方　祐子 船引中

川島　実佳 泉崎

相樂　真子 東 相樂　真子 東

川島　実佳 泉崎

佐藤　知史 棚倉 佐藤　知史 棚倉

遠藤　和志 岩江中 遠藤　和志 岩江中

小松　ゆか 岩江中

堂山美貴子 小野中 堂山美貴子 小野中

都路中小暮　美帆小暮　美帆 都路中

栁内　俊哉 滝根中 栁内　俊哉 滝根中

石井　智聡 都路中

真部　春希 表郷

☆

☆ 真部　春希 表郷

髙倉　弘文 矢吹 髙倉　弘文 矢吹

三浦　　唯 白河中央 三浦　　唯 白河中央

尾股　祐子 大信 尾股　祐子 大信

齋藤　　啓 東北 齋藤　　啓 東北

田代　翔平 中島 ☆

田代　翔平 中島

矢祭岩澤　佑奈矢祭岩澤　佑奈

白河二高橋　千尋白河二高橋　千尋

相山　陽祐 西郷一 相山　陽祐 西郷一

西郷二糸原　大裕西郷二糸原　大裕
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☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

五十嵐由有 若松一

阿部　　悟 一箕

地理的分野 遠藤　知恵 磐梯 遠藤　知恵 磐梯

歴史的分野 鎌倉　祐介 喜多方三 鎌倉　祐介 喜多方三

公民的分野

１　　年

２　　年

３　　年 横山　拓也 若松三 横山　拓也 若松三 一条　勇輔 西会津 一条　勇輔 西会津

国　　語 長谷川浩文 若松三 佐藤　崇史 西会津

社　　会 鶴巻　厚保 河東学園 笹川　英俊 喜多方二

数　　学 秋山　　了 磐梯 板橋　和典 喜多方一

理　　科 津田　直子 大戸 菅野　泰英 山都

音　　楽 植村　　信 一箕 佐久間　徹 会北

美　　術 古川　雅秀 北会津 佐藤　芳文 喜多方一

保健体育 髙橋　伸明 若松一 斎藤　一範 裏磐梯

技術・家庭 玉木　敏彦 若松五 鈴木　　築 高郷

英　　語 宗田　克枝 湊 鈴木　雅彦 北塩原一

道　　徳 小林　　稔 若松二 武藤　幸意 塩川

特別活動 横山　泰久 猪苗代 田代　　茂 塩川

美
術

表　現 埜渡さえ子 若松一 埜渡さえ子 若松一 喜多方二須田　磨美

特
活

全　体

国
語

１　　年

２　　年

３　　年

第　１

第　　２

技
術
・
家
庭

１　技術領域

保
健
体
育

２　家庭領域

１　　年

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

音
楽

全　体

阿部　　悟 一箕

五十嵐由有 若松一

弦巻　優太 若松五 猪俣　和弘 一箕

若松六横田　美代若松六横田　美代

喜多方二須田　磨美

北会津 耶　麻

専
門
部
長

道
徳

第２学年

第３学年

佐藤　幸枝 会北

佐藤　幸枝 会北

喜多方二

３　　年

英
語

２　　年

中島誠太郎 若松五 中島誠太郎 若松五

若松五星　　美香若松六稲葉　真紀

髙橋　　優 猪苗代 髙橋　　優 猪苗代

磐梯石井千加子☆磐梯石井千加子

渡部　裕也 若松二

菊地　泰輔 若松一

鈴木　　隆 若松一 佐藤　雅之 若松五

佐久間　唯 北塩原一

塩川金子　航大

金子　航大 塩川 ☆

二瓶さつき 喜多方三 二瓶さつき 喜多方三

善澄　　博 喜多方三 善澄　博 喜多方三

目黒奈津子 喜多方一 目黒奈津子 喜多方一

吉村　憲治喜多方二吉村　憲治

渡部　裕也 若松二 ☆ 佐久間　唯 北塩原一

一箕

猪苗代

渋川　正貴

佐治　浩明

一箕

猪苗代

渋川　正貴

佐治　浩明

☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

五十嵐由有 若松一

阿部　　悟 一箕

地理的分野 遠藤　知恵 磐梯 遠藤　知恵 磐梯

歴史的分野 鎌倉　祐介 喜多方三 鎌倉　祐介 喜多方三

公民的分野

１　　年

２　　年

３　　年 横山　拓也 若松三 横山　拓也 若松三 一条　勇輔 西会津 一条　勇輔 西会津

国　　語 長谷川浩文 若松三 佐藤　崇史 西会津

社　　会 鶴巻　厚保 河東学園 笹川　英俊 喜多方二

数　　学 秋山　　了 磐梯 板橋　和典 喜多方一

理　　科 津田　直子 大戸 菅野　泰英 山都

音　　楽 植村　　信 一箕 佐久間　徹 会北

美　　術 古川　雅秀 北会津 佐藤　芳文 喜多方一

保健体育 髙橋　伸明 若松一 斎藤　一範 裏磐梯

技術・家庭 玉木　敏彦 若松五 鈴木　　築 高郷

英　　語 宗田　克枝 湊 鈴木　雅彦 北塩原一

道　　徳 小林　　稔 若松二 武藤　幸意 塩川

特別活動 横山　泰久 猪苗代 田代　　茂 塩川

美
術

表　現 埜渡さえ子 若松一 埜渡さえ子 若松一 喜多方二須田　磨美

特
活

全　体

国
語

１　　年

２　　年

３　　年

第　１

第　　２

技
術
・
家
庭

１　技術領域

保
健
体
育

２　家庭領域

１　　年

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

音
楽

全　体

阿部　　悟 一箕

五十嵐由有 若松一

弦巻　優太 若松五 猪俣　和弘 一箕

若松六横田　美代若松六横田　美代

喜多方二須田　磨美

北会津 耶　麻

専
門
部
長

道
徳

第２学年

第３学年

佐藤　幸枝 会北

佐藤　幸枝 会北

喜多方二

３　　年

英
語

２　　年

中島誠太郎 若松五 中島誠太郎 若松五

若松五星　　美香若松六稲葉　真紀

髙橋　　優 猪苗代 髙橋　　優 猪苗代

磐梯石井千加子☆磐梯石井千加子

渡部　裕也 若松二

菊地　泰輔 若松一

鈴木　　隆 若松一 佐藤　雅之 若松五

佐久間　唯 北塩原一

塩川金子　航大

金子　航大 塩川 ☆

二瓶さつき 喜多方三 二瓶さつき 喜多方三

善澄　　博 喜多方三 善澄　博 喜多方三

目黒奈津子 喜多方一 目黒奈津子 喜多方一

吉村　憲治喜多方二吉村　憲治

渡部　裕也 若松二 ☆ 佐久間　唯 北塩原一

一箕

猪苗代

渋川　正貴

佐治　浩明

一箕

猪苗代

渋川　正貴

佐治　浩明
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☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野

歴史的分野 西村　　健 金山 西村　　健 金山

公民的分野 尾崎浩太郎 南会津 尾崎浩太郎 南会津

１　　年 真部　　泰 本郷 真部　　泰 本郷

２　　年 國分　康広 檜枝岐 國分　康広 檜枝岐

３　　年

水野　泰明 金山

甲斐　　史 三島

国　　語 伊藤　武徳 三島 齋藤　英久 南会津

社　　会 本多　康弘 新鶴 室井　正之 田島

数　　学 高橋　哲郎 会柳学 森　　康隆 只見

理　　科 佐藤　容子 会柳学 八木沢宏美 下郷

音　　楽 小寺　真紀 昭和 松田　吉弘 田島

美　　術 野口　幸哉 金山 上野　一幸 檜枝岐

保健体育 髙橋　祐一 坂下 大内　進矢 荒海

技術・家庭 橘　　健一 湯川 渡部　　学 南会津

英　　語 坂口　　伸 高田 星　　英典 只見

道　　徳 鶴水　達也 三島 我妻雄比古 下郷

特別活動 佐藤　隆彰 昭和 鈴木　　健 荒海

☆

美
術

表　現

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

国
語

１　　年

昭和

村松　和弘 三島

村松　和弘 三島

２　　年

３　　年

音
楽

全　体

保
健
体
育

稲垣　豪基 舘岩 ☆ 稲垣　豪基 舘岩

星　　恒光 舘岩 星　　恒光

第２学年

第　１

第　　２

１　　年

２　　年

１　技術領域

２　家庭領域

３　　年

只木　忍夫 会柳学

星　　邦章 昭和 ☆ 星　　邦章

両　沼 南会津

全　体

専
門
部
長

第３学年

道
徳

特
活

☆

英
語

技
術
・
家
庭

舘岩

只見渡部　兼介只見渡部　兼介

長谷川優季 田島 長谷川優季 田島

金子　和江 高田 ☆

金子　和江 高田

野田　侑里 坂下 野田　侑里 坂下

増田　彩花 高田 増田　彩花 高田

庄司　美保 高田 ☆ 庄司　美保 高田

只木　忍夫 会柳学

笹川　淳子 田島 笹川　淳子 田島

古川　裕梨 檜枝岐

古川　裕梨 檜枝岐

荒海半澤　美穂荒海半澤　美穂

舘岩半澤　庄多

馬場　宏昌 南会津 馬場　宏昌 南会津

南会津馬場　幸恵南会津馬場　幸恵

池上久美子 南会津 池上久美子 南会津

水野　泰明

甲斐　　史

金山

三島
半澤　庄多 舘岩

☆

☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野

歴史的分野 西村　　健 金山 西村　　健 金山

公民的分野 尾崎浩太郎 南会津 尾崎浩太郎 南会津

１　　年 真部　　泰 本郷 真部　　泰 本郷

２　　年 國分　康広 檜枝岐 國分　康広 檜枝岐

３　　年

水野　泰明 金山

甲斐　　史 三島

国　　語 伊藤　武徳 三島 齋藤　英久 南会津

社　　会 本多　康弘 新鶴 室井　正之 田島

数　　学 高橋　哲郎 会柳学 森　　康隆 只見

理　　科 佐藤　容子 会柳学 八木沢宏美 下郷

音　　楽 小寺　真紀 昭和 松田　吉弘 田島

美　　術 野口　幸哉 金山 上野　一幸 檜枝岐

保健体育 髙橋　祐一 坂下 大内　進矢 荒海

技術・家庭 橘　　健一 湯川 渡部　　学 南会津

英　　語 坂口　　伸 高田 星　　英典 只見

道　　徳 鶴水　達也 三島 我妻雄比古 下郷

特別活動 佐藤　隆彰 昭和 鈴木　　健 荒海

☆

美
術

表　現

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

国
語

１　　年

昭和

村松　和弘 三島

村松　和弘 三島

２　　年

３　　年

音
楽

全　体

保
健
体
育

稲垣　豪基 舘岩 ☆ 稲垣　豪基 舘岩

星　　恒光 舘岩 星　　恒光

第２学年

第　１

第　　２

１　　年

２　　年

１　技術領域

２　家庭領域

３　　年

只木　忍夫 会柳学

星　　邦章 昭和 ☆ 星　　邦章

両　沼 南会津

全　体

専
門
部
長

第３学年

道
徳

特
活

☆

英
語

技
術
・
家
庭

舘岩

只見渡部　兼介只見渡部　兼介

長谷川優季 田島 長谷川優季 田島

金子　和江 高田 ☆

金子　和江 高田

野田　侑里 坂下 野田　侑里 坂下

増田　彩花 高田 増田　彩花 高田

庄司　美保 高田 ☆ 庄司　美保 高田

只木　忍夫 会柳学

笹川　淳子 田島 笹川　淳子 田島

古川　裕梨 檜枝岐

古川　裕梨 檜枝岐

荒海半澤　美穂荒海半澤　美穂

舘岩半澤　庄多

馬場　宏昌 南会津 馬場　宏昌 南会津

南会津馬場　幸恵南会津馬場　幸恵

池上久美子 南会津 池上久美子 南会津

水野　泰明

甲斐　　史

金山

三島
半澤　庄多 舘岩

☆
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☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野 高橋　典明 原町三 高橋　典明 原町三

歴史的分野

公民的分野 根本太一郎 楢葉 根本太一郎 楢葉

１　　年

２　　年 渡邉　英典 向陽 渡邉　英典 向陽

３　　年

小林こずえ 石神

發智ちひろ 向陽

国　　語

社　　会

数　　学 山田　　徹 いいたて 山田　　徹 いいたて

理　　科

音　　楽

美　　術 大越　　司 原町三 大越　　司 原町三

保健体育

技術・家庭

英　　語

道　　徳 塙　　広治 原町一 塙　　広治 原町一

特別活動

美
術

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

音
楽

全　体

相　馬

３　　年

３　　年

道
徳

第２学年

２　家庭領域

表　現

１　　年

２　　年

橘　　祝子 尚英 橘　　祝子 尚英

田川　雄一 中村一

尚英佐藤　　伸佐藤　　伸 尚英

田中万紀子 原町一 田中万紀子

２　　年

第　１

第　　２

保
健
体
育

国
語

１　　年

技
術
・
家
庭

１　技術領域

双　葉

専
門
部
長

中村二星　えりか

特
活

全　体

第３学年

英
語

中村二

原町二

寺島　大地

谷　　雅之

中村二

原町二

寺島　大地

谷　　雅之

山田　昌典 葛尾 山田　昌典 葛尾

原町一

境田　将吾 鹿島 境田　将吾 鹿島

小林こずえ 石神

發智ちひろ 向陽

宍戸　愛美 いいたて 宍戸　愛美 いいたて

天沼　豊裕 石神 天沼　豊裕 石神

中村二星　えりか

田川　雄一 中村一

☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

地理的分野 高橋　典明 原町三 高橋　典明 原町三

歴史的分野

公民的分野 根本太一郎 楢葉 根本太一郎 楢葉

１　　年

２　　年 渡邉　英典 向陽 渡邉　英典 向陽

３　　年

小林こずえ 石神

發智ちひろ 向陽

国　　語

社　　会

数　　学 山田　　徹 いいたて 山田　　徹 いいたて

理　　科

音　　楽

美　　術 大越　　司 原町三 大越　　司 原町三

保健体育

技術・家庭

英　　語

道　　徳 塙　　広治 原町一 塙　　広治 原町一

特別活動

美
術

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

音
楽

全　体

相　馬

３　　年

３　　年

道
徳

第２学年

２　家庭領域

表　現

１　　年

２　　年

橘　　祝子 尚英 橘　　祝子 尚英

田川　雄一 中村一

尚英佐藤　　伸佐藤　　伸 尚英

田中万紀子 原町一 田中万紀子

２　　年

第　１

第　　２

保
健
体
育

国
語

１　　年

技
術
・
家
庭

１　技術領域

双　葉

専
門
部
長

中村二星　えりか

特
活

全　体

第３学年

英
語

中村二

原町二

寺島　大地

谷　　雅之

中村二

原町二

寺島　大地

谷　　雅之

山田　昌典 葛尾 山田　昌典 葛尾

原町一

境田　将吾 鹿島 境田　将吾 鹿島

小林こずえ 石神

發智ちひろ 向陽

宍戸　愛美 いいたて 宍戸　愛美 いいたて

天沼　豊裕 石神 天沼　豊裕 石神

中村二星　えりか

田川　雄一 中村一
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☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

大川　美紀 平一

津田　義仁 四倉

地理的分野 遠藤　　匡 平三 遠藤  　匡 平三

歴史的分野 鈴木　彰太 豊間 鈴木　彰太 豊間

公民的分野 中田　愛子 植田 ☆ 中田　愛子 植田

１　　年 小野　優子 錦 ☆ 小野　優子 錦

２　　年

３　　年 大竹　咲絵 中央台南 大竹　咲絵 中央台南

小野　妙奈 内郷三 小野　妙奈 内郷三

丹野　裕司 玉川 丹野　裕司 玉川

長津　孝史 勿来二 ☆ 長津　孝史 勿来二

森口　　恭 勿来一 ☆ 森口　　恭 勿来一

上原　久美 平三 上原　久美 平三

三戸　清匡 三和 三戸　清匡 三和

吉田千保美 玉川 吉田千保美 玉川

仲田　　薫 草野 仲田　　薫 草野

菊池美喜子 内郷一 菊池美喜子 内郷一

岡﨑　　秀 平三 岡﨑　　秀 平三

大槻　佐恵 平一 大槻　佐恵 平一

青木　一也 中央台北 青木　一也 中央台北

鈴木　大輔 磐崎 鈴木　大輔 磐崎

寺島　朋美 玉川 寺島　朋美 玉川

坂本　美佐 泉 坂本　美佐 泉

鴨田　哲輝 小名浜一

髙橋　博幸 内郷二

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

技術・家庭

英　　語

道　　徳

特別活動

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

音
楽

全　体

国
語

１　　年

２　　年

３　　年

平一

四倉

磐崎 佐藤　文彦 磐崎

美
術

表　現

計

３　　年

道
徳

第２学年

１　　年

２　家庭領域

第３学年

内郷一 宮﨑　美穂 内郷一

鴨田　哲輝 小名浜一

髙橋　博幸 内郷二 ☆

箱崎　久一

稲川　知子

湯本一

錦

２　　年

第　１

第　　２

１　技術領域

保
健
体
育

英
語

技
術
・
家
庭

いわき

特
活

全　体

専
門
部
長

大川　美紀

津田　義仁

佐藤　文彦

前大　敏裕

宮﨑　美穂

箱崎　久一

稲川　知子

湯本一

錦

中央台南 前大　敏裕 中央台南

佐藤　貴一 上遠野 佐藤　貴一 上遠野

小鍛治桂子 平二 ☆ 小鍛治桂子 平二

☆は発表者

教
科

分科会
研究協議会①
参加者氏名

所属校
 発表者
（☆）

研究協議会②
参加者氏名

所属校

大川　美紀 平一

津田　義仁 四倉

地理的分野 遠藤　　匡 平三 遠藤  　匡 平三

歴史的分野 鈴木　彰太 豊間 鈴木　彰太 豊間

公民的分野 中田　愛子 植田 ☆ 中田　愛子 植田

１　　年 小野　優子 錦 ☆ 小野　優子 錦

２　　年

３　　年 大竹　咲絵 中央台南 大竹　咲絵 中央台南

小野　妙奈 内郷三 小野　妙奈 内郷三

丹野　裕司 玉川 丹野　裕司 玉川

長津　孝史 勿来二 ☆ 長津　孝史 勿来二

森口　　恭 勿来一 ☆ 森口　　恭 勿来一

上原　久美 平三 上原　久美 平三

三戸　清匡 三和 三戸　清匡 三和

吉田千保美 玉川 吉田千保美 玉川

仲田　　薫 草野 仲田　　薫 草野

菊池美喜子 内郷一 菊池美喜子 内郷一

岡﨑　　秀 平三 岡﨑　　秀 平三

大槻　佐恵 平一 大槻　佐恵 平一

青木　一也 中央台北 青木　一也 中央台北

鈴木　大輔 磐崎 鈴木　大輔 磐崎

寺島　朋美 玉川 寺島　朋美 玉川

坂本　美佐 泉 坂本　美佐 泉

鴨田　哲輝 小名浜一

髙橋　博幸 内郷二

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

技術・家庭

英　　語

道　　徳

特別活動

社
会

数
学

理
科

第１分野

第２分野

音
楽

全　体

国
語

１　　年

２　　年

３　　年

平一

四倉

磐崎 佐藤　文彦 磐崎

美
術

表　現

計

３　　年

道
徳

第２学年

１　　年

２　家庭領域

第３学年

内郷一 宮﨑　美穂 内郷一

鴨田　哲輝 小名浜一

髙橋　博幸 内郷二 ☆

箱崎　久一

稲川　知子

湯本一

錦

２　　年

第　１

第　　２

１　技術領域

保
健
体
育

英
語

技
術
・
家
庭

いわき

特
活

全　体

専
門
部
長

大川　美紀

津田　義仁

佐藤　文彦

前大　敏裕

宮﨑　美穂

箱崎　久一

稲川　知子

湯本一

錦

中央台南 前大　敏裕 中央台南

佐藤　貴一 上遠野 佐藤　貴一 上遠野

小鍛治桂子 平二 ☆ 小鍛治桂子 平二
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Ⅳ　研究協議会役員・大会実行委員名簿

会 長 丹 治 光 夫 （ 福 島 市 立 福 島 第 二 中 学 校 ）

副 会 長 石 綿 厚 （ 桑 折 町 立 醸 芳 中 学 校 ）

芳 賀 実 （ 郡 山 市 立 郡 山 第 七 中 学 校 ）

遠 藤 修 一 （ 会 津 若 松 市 立 河 東 学 園 ）

佐 藤 恭 司 （ 南 相 馬 市 立 石 神 中 学 校 ）

松 本 仁 志 （ い わ き 市 立 平 第 二 中 学 校 ）

１ 研究協議会役員

専門部会 部 長 所 属 校 専門部総務 所 属 校

国 語 千 葉 英 一 北 信 中 学 校 菅 野 美由里 信 夫 中 学 校

社 会 鈴 木 豊 信 夫 中 学 校 阿 部 哲 福大附属中学校

数 学 管 原 克 章 西 信 中 学 校 穴 澤 一 高 福大附属中学校

理 科 阿 部 洋 己 松 陵 中 学 校 渡 邊 君 庸 福大附属中学校

音 楽 湯 田 公 夫 平 野 中 学 校 本 田 純 也 福島第三中学校

美 術 浅 野 太 平 福島第四中学校 國島 篤・近藤憲人 信陵中学校・蓬萊中学校

保 健 体 育 佐 藤 力 夫 川 俣 中 学 校 仁井田 侑 子 川 俣 中 学 校

技術・家庭 福 地 淳 一 清 水 中 学 校 猪 股 尚 文 月舘学園中学校

英 語 川 名 健 一 西 根 中 学 校 菅 野 賢 介 福大附属中学校

道 徳 神 尾 孝 弘 山 木 屋 中 学 校 嶺 岸 陽 子 北 信 中 学 校

特 別 活 動 渡 部 正 晴 吾 妻 中 学 校 鈴 木 直 福島第三中学校

支 部 名 支 部 長 所 属 校 事 務 局 長 所 属 校

福 島 丹 治 光 夫 福島第二中学校 鴫 原 俊 洋 渡 利 中 学 校

伊 達 石 綿 厚 醸 芳 中 学 校 須 賀 智 醸 芳 中 学 校

安 達 安 田 浩 明 大 玉 中 学 校 日下部 準 一 白 沢 中 学 校

郡 山 芳 賀 実 郡山第七中学校 古 川 浩 富 田 中 学 校

岩 瀬 岡 部 昭 彦 須賀川第三中学校 津 金 光 彦 鏡 石 中 学 校

石 川 二 平 光 明 浅 川 中 学 校 有 賀 行 石 川 中 学 校

田 村 高 田 秀 人 船 引 南 中 学 校 小 針 貴 広 船 引 南 中 学 校

東 西 し ら か わ 金 子 景 二 泉 崎 中 学 校 菊 池 淳 一 塙 中 学 校

北 会 津 遠 藤 修 一 河 東 学 園 小 川 茂 樹 若松第六中学校

耶 麻 佐 藤 毅 喜多方第三中学校 佐 藤 寿 広 喜多方第三中学校

両 沼 小 関 英 紀 本 郷 中 学 校 佐 藤 隆 彰 昭 和 中 学 校

南 会 津 飯 塚 敏 明 檜 枝 岐 中 学 校 室 井 辰 生 舘 岩 中 学 校

相 馬 佐 藤 恭 司 石 神 中 学 校 髙 瀬 永 志 磯 部 中 学 校

双 葉 馬 場 隆 一 なみえ創成中学校 佐 藤 仁 葛 尾 中 学 校

い わ き 松 本 仁 志 平 第 二 中 学 校 川 村 雅 茂 赤 井 中 学 校



— 25 —

２ 会津大会実行委員会

大会役員名 氏 名 中教研関係役職名等 所属校名

会 長 丹治 光夫 県中教研会長 福島第二中学校

実行委員長 遠藤 修一 県中教研副会長 北会津支部長 河東学園

実行副委員長 小関 英紀 同 両沼支部長 本郷中学校

飯塚 敏明 同 南会津支部長 檜枝岐中学校

高澤 正男 同 事務局長 野田中学校

事 務 局 長 佐藤 毅 同 耶麻支部長 喜多方第三中学校

総 務

秋山 了 同 北会津支部副支部長 磐梯中学校

横山 泰久 同 北会津支部副支部長 猪苗代中学校

坂口 伸 同 両沼支部副支部長 高田中学校

星 英典 同 南会津支部副支部長 只見中学校

鴫原 俊洋 同 総務部長 渡利中学校

庶 務

小川 茂樹 同 北会津支部事務局長 若松第六中学校

佐藤 隆彰 同 両沼支部事務局長 昭和中学校

室井 辰生 同 南会津支部事務局長 舘岩中学校

会 計 山内 亮 同 実行委員長委嘱 湊中学校

津田 直子 同 実行委員長委嘱 大戸中学校

専 門 部

運営責任者

長谷川浩文 同 北会津支部国語専門部長 若松第三中学校

本多 康弘 同 両沼支部社会専門部長 新鶴中学校

板橋 和典 同 耶麻支部数学専門部長 喜多方第一中学校

津田 直子

菅野 泰英

同 北会津支部理科専門部長

同 耶麻支部理科専門部長

大戸中学校

山都中学校

植村 信 同 北会津支部音楽専門部長 一箕中学校

佐藤 芳文 同 耶麻支部美術専門部長 喜多方第一中学校

斎藤 一範 同 耶麻支部保健体育部長 裏磐梯中学校

玉木 敏彦 同 北会津支部技術・家庭専門部長 若松第五中学校

坂口 伸 同 両沼支部英語専門部長 高田中学校

我妻雄比古 同 南会津支部道徳専門部長 下郷中学校

横山 泰久 同 北会津支部特別活動専門部長 猪苗代中学校
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支部名 氏　　　名 学 校 名 教科・領域 研　　　究　　　テ　　　ー　　　マ

福 島
代表
　　鴫原　俊洋

渡 利 中 学 習 指 導
主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業づくり
～ＩＣＴの効果的な活用による情報活用能力を高める学習活動の工夫～

北 会 津
代表
　　阿久津　光俊

若 松 六 中 学 習 指 導
学びに向かう力の育成
～４つの視点「実感」「継続」「関わり」「見える化」からの働きかけを通して～

支部名 氏　　　名 学 校 名 教科・領域 研　　　究　　　テ　　　ー　　　マ

安 達
代表
　　三津間　勝彦

本 宮 二 中 学 習 指 導
主体的に学び，新たな課題に挑戦し続ける生徒の育成
～６つのキースキルを高める授業を通して～

郡 山
代表
　　橋本　公秀

安 積 二 中 学 習 指 導
「主体的・対話的な学び」による『確かな学力』の育成
～タブレットを活用した，新たな「対話的な学び」を育む学習活動を通して～

東 西
しら かわ

代表
　　小野里　高広

東 中 学 習 指 導
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の創造
～「見方・考え方」を働かせながら深い学びを実現する授業の工夫～

支部名 氏　　　名 学 校 名 教科・領域 研　　　究　　　テ　　　ー　　　マ

福 島
代表
　　斎藤　　剛

信 夫 中 学 習 指 導
「学びに向かう力」を育む指導の工夫
～さらなる信夫スタイルを目指して～

福 島
代表
　　岩野　政二

山 木 屋 中 学 習 指 導
地域づくりに主体的に参画する生徒の育成
～積極的な地域づくりへの参画を目指した「ふる里やまきや科」のカリキュラムデザイン～

伊 達
代表
　　二瓶　匡弘

梁 川 中 学 習 指 導
自ら考え，表現し，共に高め合う生徒の育成
～学びを深める学習サイクルの工夫～

伊 達
代表
　　石綿　　厚

醸 芳 中 学 習 指 導
主体的に学習に取り組み，学び高め合う授業の創造
～４つのステップを活かした問題解決的な学習を通して～（３年次）

安 達
代表
　　安田　浩明

大 玉 中 学 習 指 導
「自ら問題を発見し，解決に向けて主体的に取り組む生徒の育成」（３年次）
～教科横断的な視点を通して～

郡 山
代表
　　安田　良一

郡 山 三 中 学 習 指 導
「主体的・対話的で深い学び」を通した学力向上（2年次）
～ふくしまの「授業スタンダード」を基盤とした授業改善～

郡 山
代表
　　宗像　達郎

緑 ヶ 丘 中 学 習 指 導
「主体的・対話的で深い学び」につながる授業改善をしていく上で，ＩＣＴを有効に活用
するには，どうすればよいか。
～生徒の実態や教科の特質をふまえた実効性のあるＩＣＴ機器活用の工夫～

郡 山
代表
　　半沢　一寛

西 田 学 園 学 習 指 導
学び続ける子どもを育む西田の教育
～「たて」「よこ」のつながりがつむぎだす学び～

岩 瀬
代表
　　八木沼　孝夫

須 賀 川 一 中 学 習 指 導
主体的・対話的で深い学びを通して，生徒の可能性を伸ばす学習指導の在り方
～学び合い，高め合う学習活動の工夫～（１年次）

岩 瀬
代表
　　渡部　幹雄

湯 本 中 学 習 指 導
粘り強く思考し，自分の考えを深めようとする生徒の育成
～ふくしまの「授業スタンダード」とＩＣＴを効果的に活用した授業の充実を通して～

石 川
代表
　　岡崎　寛人

玉 川 中
特 別 活 動
総合的な学習の時間
道 徳

統合後の学校づくりを担う生徒の育成
～「よりよい集団」を育てるための工夫～

石 川
代表
　　舟木　武志

浅 川 中 学 習 指 導
主体的に学び，表現する力を高める指導はどうあればよいか
～対話的な学びを通して，考えを深める指導の工夫～

田 村
代表
　　髙橋　みどり

滝 根 中 学 習 指 導
ユニバーサルデザインの視点を生かした主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
～学びの見通しをもたせる工夫【焦点化】～

田 村
代表
　　金子　伸之

小 野 中 学 習 指 導
考えぬき，わかった・できた体験のある授業づくり
～ユニバーサルデザインの視点を基にして～

東 西
しら かわ

代表
　　髙田　健一

白 河 中 央 中 学 習 指 導
確かな学力を身につける授業の創造
～主体的に学び，思考力・表現力を高める指導の工夫～

耶 麻
代表
　　板橋　和典

喜 多 方 一 中 特 別 活 動
生命の大切さを尊重して行動できる生徒の育成
～地域と連携し，地域に学ぶ防災教育の実践～

南 会 津
代表
　　大内　進矢

荒 海 中 学 習 指 導
多面的･多角的な見方・考え方を深める授業の工夫
～自主的な学びの意欲向上を目指して～

南 会 津
代表
　　飯塚　敏明

檜 枝 岐 中 道 徳
自ら伸びようとする児童生徒の育成
～少人数教育・小中一貫教育を活かして～

相 馬
代表
　　反畑　増生

向 陽 中 学 習 指 導
「自ら気づき，前向きに考え，協働して実行する」生徒の育成
～集団と地域・社会との関わりを通して～

双 葉
代表
　　佐藤　　仁

葛 尾 中 学 習 指 導
生徒の自己マネジメント力を育てる少人数の特性を生かした学習指導の研究
～ＩＣＴの活用及びカンファレンスと振り返りによる表現力の育成～

最優秀賞　２点

優秀賞　３点

優良賞　２０点

Ⅴ　令和３年度　中学校教職員研究作品優良作品一覧
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令和４年度

福島県中学校教育研究協議会要項
̶ 会津大会̶

福 島 県 中 学 校 教 育 研 究 会
福 島 県 教 育 委 員 会
福 島 県 中 学 校 長 会
福島県市町村教育委員会連絡協議会

公益財団法人日本教育公務員弘済会福島支部

主 催

共 催

後 援

協 賛

会津若松市教育委員会・磐梯町教育委員会・猪苗代町教育委員会
喜多方市教育委員会・北塩原村教育委員会・西会津町教育委員会
会津坂下町教育委員会・湯川村教育委員会・柳津町教育委員会
会津美里町教育委員会・三島町教育委員会・金山町教育委員会
昭和村教育委員会・南会津町教育委員会・下郷町教育委員会
檜枝岐村教育委員会・只見町教育委員会・大熊町教育委員会
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